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　保護司の任期は 2 年で、大半の方は再任を重ねて長年　保護司の任期は 2 年で、大半の方は再任を重ねて長年
保護司としての活動を続けている。これまでは 76 歳を保護司としての活動を続けている。これまでは 76 歳を
超えると再任できなかったが、令和３年度から 78 歳ま超えると再任できなかったが、令和３年度から 78 歳ま
で活動が続けられるよう再任の運用が変わった。また、で活動が続けられるよう再任の運用が変わった。また、
女性の比率は現在 27.3％であり、緩やかではあるが上女性の比率は現在 27.3％であり、緩やかではあるが上
昇傾向を示している。今後は支援体制を整え、より多く昇傾向を示している。今後は支援体制を整え、より多く
の人が参加できる環境を作っていくことが求められる。の人が参加できる環境を作っていくことが求められる。

地域を支える保護司制度の今
制度の変化と参加促進に向けた課題と展望
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す
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と
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　小川町、嵐山町、ときがわ町、鳩山町、東秩父村の 5　小川町、嵐山町、ときがわ町、鳩山町、東秩父村の 5
町村において、地元警察、保護司が一体となって青少年町村において、地元警察、保護司が一体となって青少年
の犯罪抑止や社会復帰、健全育成に取組む。開設日は毎の犯罪抑止や社会復帰、健全育成に取組む。開設日は毎
週㈫・㈮ 10 時～ 16 時で 2 名の企画調整保護司が駐在週㈫・㈮ 10 時～ 16 時で 2 名の企画調整保護司が駐在
している。サポ－トセンターは、対象者との面接や諸会している。サポ－トセンターは、対象者との面接や諸会
議等に利用するほか、駐在日に割り振られた保護司同士議等に利用するほか、駐在日に割り振られた保護司同士
で保護司活動についての意見交換を行っている。で保護司活動についての意見交換を行っている。
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1_ 更生制度について学び、理解を深めることができる資1_ 更生制度について学び、理解を深めることができる資
料室　2_ 落ち着いた環境の中で、対談が行われる面談室料室　2_ 落ち着いた環境の中で、対談が行われる面談室
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